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 野口宇宙飛行士「クルードラゴン」搭乗 

 文部科学省は3月31日、野口聡一さんは、アメリカの民間企業
「スペースＸ」が開発中の宇宙船「クルードラゴン」の運用段
階の１号機に、アメリカ人宇宙飛行士３人とともに搭乗するこ
とが決まったと公表しました。マスコミも大きく報道しました。 
JAXAの「JAXA宇宙飛行士活動レポート」にも紹介されています。 

https://iss.jaxa.jp/astro/report/2020/2003.html 

＊以下略 

 YACかわら版第11号「『宇宙』」で英語に親しもう」
では、野口宇宙飛行士の宇宙での活動中のことを紹介し
ました。 
 3回目のISSでの「めざめ音楽」は、どんな曲になるの
でしょうか。  

http://spaceflight.nasa.gov/gallery/audio/shuttle/sts-
114/html/ndxpage1.html 

 本号では「クルードラゴン」を打ち上げるケープカナベラル
空軍基地の第39A発射台を衛星で探ってみます。 
みなさんがわくわくするような情報を提供します。 
  
 2020年1月19日、米スペースX社（打ち上げを担当）は有人
宇宙船クルードラゴンを打ち上げ、緊急脱出させる試験を実
施したそうです。試験は有人飛行前の不可欠な実験です。 
これを成功させたことでいよいよ次の段階に進めます。 
 1月11日に予定されていた発射は、18日へ、19日へと延期さ
れ、しかも19日にちは回収する海上の天候のためさらに2時間
30分延期されて始まったそうです。ケープカナベラル空軍基
地の第39A発射台から打ち上げられました。実験は大成功だっ
たそうです。発射射場の椅子を衛星データで調べましょう。 

前回紹介 
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https://journals.plos.org/plosone/article/figure?id=10.1371/journal.pone.0182605.g002 
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第39A発射台はどこ？ 
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ランドサット８ 
2017年5月17日観測 

2020年1月16日 

ケープカナベラルは？ 



https://www.kennedyspacecenter.com/launches-and-
events/events-calendar/see-a-rocket-launch 

第39A発射台はどこ？ 
ここは、こんなに広い発射場なのか 

発射施設 

組立施設 



https://www.nasa.gov/feature/crew-dragon-
ready-for-first-launch 
 
組み立て施設から発射台への移動のようす 

2019年2月28日組立施設からLaunch Complex 39Aの発射台に移動中のファルコン9 

組立施設等 

https://upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/7/77/Launch_complexes_at_Cape_Canaveral_Air_Force_Station.jpg 

 

Launch 
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移送路 

2020年1月16日 
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アメリカの宇宙企業スペースXが担当 

エンジンは
９基 

https://spacenews.com/wp-
content/uploads/2019/02/demo1-vertical2.jpg 

 

https://spacenews.com/more-work-ahead-for-crew-
dragon-after-test-flight/ 
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© AFP PHOTO /NASA TV 米フロリダ州にあるケネディ宇宙センター
で行われた、スペースXの無人宇宙船の打ち上げ試験の様子。米航空
宇宙局（NASA）TVの映像より（2020年1月19日撮影） 

https://www.msn.com/ja-jp/news/science/スペースx、宇宙船クルー・ド
ラゴンの緊急脱出試験に成功/ar-BBZ7HaK 

スペースX、宇宙船クルー・ドラゴンの緊急脱出試験に成功 

AFPBB News 2020/01/20 06:30  
センチネル２Ｂが、2020年1月19日
16:05にフロリダ半島を観測 

S2B_MSIL2A_20200116T160509→晴れ 
S2B_MSIL2A_20200119T160559→曇 
S2A_MSIL2A_20200121T160511→曇 
S2A_MSIL2A_20200124T160541→曇 
S2B_MSIL2A_20200126T160509→晴れ 

幸いこの地域は、他日の観測地域と重なっ
ているので、5日毎の観測間隔以上の観測が
されています。もちろん天候が課題です。 

S2B_MSIL2A_20200119T160559 

センチネル２Ｂ機 

観測機器と処理名 

観測日 

観測時刻 

多くの観測データ 

©ESA 

https://www.msn.com/ja-jp/news/science/
https://www.msn.com/ja-jp/news/science/
https://www.msn.com/ja-jp/news/science/


https://www.kennedyspacecenter.com/launches-and-
events/events-calendar/see-a-rocket-launch 

第39A発射台はどこ？ 
ここは、こんなに広い発射場なのか 

発射施設 

組立施設 

©ESA 

2020年1月16日 

第39A発射台 

植物が赤く見えるフォ
ルスカラーで 



2020年1月16日 

第39A発射台拡大 

39A発射台地域 
フォルスカラー 



1月24日 曇         1月26日   

1月16日         1月19日 曇         1月21日曇           

第39Aと第39Ｂ発射台と組立棟等の変化 

第39A発射台 

第39A関係組立棟
ではない 

https://www.nasaspaceflight.com/2020/01/spacex-
crew-dragon-in-flight-abort-test/ 

宇宙船の飛行中の
打ち切りテスト 

1月19日。SpaceXは、LC-39Aからの
ファルコン9ロケットの打ち上げに
成功し、クルードラゴン宇宙船の飛
行中の打ち切りテストを行いました。
宇宙船が飛行中に失敗したロケット
から脱出する能力が実証できました。  

第39A発射台 

組立棟 

宇宙船の洋上
での回収 

1月19日の中継録画から構成 

発射直前第39A発射台 宇宙船 



1月16日              1月19日 

第39A発射台周辺の変化 
曇がおしい 

https://www.nasaspaceflight.com/2020/01/spacex-crew-dragon-in-flight-abort-test/ 

1月19日の中継録画から構成 
発射直後 回収後の移動 



1月16日              1月26日 

この10日の間にどのような作業が行われたのであろうか 

 
野口飛行士の飛行は年内に予定されています。 
衛星データで追ってみましょう。 

https://blogs.nasa.gov/kennedy/2017/05/ 



https://www.bbc.com/news/science-environment-47453951 
参考 ＢＢＣによるクルードラゴン飛行計画説明図 



追伸 
衛星データ分析ソフト「EISEI」を使いませんか 

 
 本号まで、ＹＡＣ衛星データ研究チームがかかわってきた分

析ソフト「EISEI」を使って分析した画像を掲載してきました。 
 臨時休校は地域によっては長引くようです。 
衛星データ分析ソフト「EISEI」は、小学校の3年生以上の方が、
分団活動や学校の授業等で、指導者と一緒に自分たちで使えるこ
とを出発点にして開発しています。約10年経過しています。 

 
 現在はウインドウズパソコンで使用できるだけですが、団員の
皆様がお家の方と相談して許可を頂いたら、「ＹＡＣかわら版」
を通してお伝えする方法でアクティブに衛星データ分析にチャレ
ンジしてませんか。 
 はじめはお家の方と一緒に、スタートしてください。 

 
 もちろん、この紙面だけでも衛星データ活用のいろいろなこと
にチャレンジできます。 

① EISEIのダウンロード 

http://www.yac-j.com/hq/info/2016/05/post-56.html 

YACのウエブサイトを利用します。 

ソフトのダウンロード 

含まれているもの 

マニュアルｐ－6 
動作環境とインストール  

参考 

このアイコンができ
たら準備終了 
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② 実習データのダウンロード 

4つのフォルダーをダウンロードしてください 

http://www.yac-j.com/hq/info/yackawaraban18data.html 

それぞれのデータには次のデータが入っています。 

YACかわら版18 トゥルーカラー 

YACかわら版18 フォルスカラー 

YACかわら版18 広域トゥルーカラー 

YACかわら版18 広域フォルスカラー 

全て20MB以下 

「EISEI」を起動しよう！ 

① アイコンをダブルクリック 

② カーソルを動かしてみましょう 
  読めない字にはふりがなをつけて 
  います。 

＊マニュアルを参考にして説明します 

③ タイトルバー右端のカーソルを「×」（終わ
る）に合しクリックします。 
またはメニューで → をクリック ※保存していな
いデータがある場合には保存の確認ダイアログが
表示されます。  

＊今回は色合成した画像を扱います 

http://www.yac-j.com/hq/info/yackawaraban18data.html
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④ 「開く」をクリック 

  ファイルを選ぶダイアログが表示されます 
 開きたいファイルを選択します 

⑤ 「YACかわら版18」のために 
インストールしたデータのフォル
ダーを選んでください 

 
例題として「YACかわら版18 広
域トゥルーカラー」を選びます 

 
広い範囲の写真のように自然に見
える画像を選びます 

使用しているパソコンによってパ
ソコンの表示が異なります 

⑥ 「1月16日広域トゥルーカラー.Tif」をク

リック 

6ページ目の画像が表示されます 

 
画像の見方など基本的なこと確かめ
ましょう 



⑦ 今開いているファイル名 
⑧ マウスのホールを回すか、」拡大」を
クリックすると画像が変化する 

⑨ カーソルの位置が表
示さされる 

北 

南 

東 
西 

⑪ 「縮尺」をクリックすると 
  縮尺が表示される 

⑩ 距離を測るときは、始点にカー
ソルを 
あわせ右クリックして、終点までド
ラッグ 
すると距離等が表示される 

表示をクリックする
と表現形式がかわる 



⑫ 拡大に拡大を続けると拡大できなくなる。 
 センチネル２の最大の拡大である。粒だらけに
なる。おおむね10m四方である。 
この10mが空間分解能である。 

「YACかわら版18 トゥルーカラー」 
にチャレンジしよう 

第39A発射台以外のいろいろな施設
を探ってみよう 

① 1月16日を開きます 
② 続いて「開く」をクリック 

③ 2つの画像を開くことができます 
 「並べる」「連動」をクリックし反転させておきます 
 2つ以上の画像を連動して操作できます  

複数の画面を並べる 



衛星データを、最初にどのようにみるか 

① ファイル名を確認する 
   1月16日広域フォルスカラー.tif 
     YACサイト YACかわら版18号より入手  

 
② 衛星名を確認する 
   センチネル２Ｂ 

 
③ 撮影日時を確認する 
   2020年1月19日16:05 
④ 画像範囲 
    北緯28.42°～28.63° 西経80.65°～80.51° 
    東西 約13㎞  南北 約23㎞ 
⑤ 大きな特徴 
    面の広がり 
    連続する線 
       直線 交差する直線 曲線 
    … 
⑥ ランドマーク 

 
    地図と確認しながら施設名 
     発射台  緯度経度を確かめながら 
     整備棟 
     記念施設 
     滑走路 

 
⑦ その他画像から考えたこと 
  他のデータと比較しながら見つけたこと 

 
  
      
     
    

 
 
  

みなさんが多くのことを発見できることを楽
しみにします。 
トゥルーカラーやフォルスカラーの色合成に
ついては別の号で！ 


